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１　はじめに（絵本の読み聞かせについて）
幼稚園では、入園した幼児に、毎日絵本の読み聞

かせを行う。絵本を通して、お話の世界の楽しさ、
まだ経験していないたくさんのことを知る楽しさ、
教師への信頼等を感じとらせていく。入園前の幼児
の絵本経験には大きく差がある。読み聞かせをたく
さん味わってきた幼児と、そうでない幼児がいる
中、クラスの幼児の実態を十分に把握しながら、お
話の世界にひたる楽しさを味わわせていく。

幼児は絵本の中の繰り返しの内容を好み、その場
面を覚え、そして、何度も教師に同じ絵本を読んで
ほしいと願うようになる。教師の話す繰り返しの場
面に期待をし、喜んだり笑ったりと、大きく反応を
示す。また、教師や友達と絵本の中の言葉を一緒に
言うことで、皆との一体感が生まれていく。

絵本の選択については、その年齢や発達を考慮
し、内容の簡単なものから、少しずつ複雑なものに
変化させていく。（絵・内容・言葉・表現等であ

る。）また、その他に、季節や行事に関するもの、幼
児が興味・関心をもったもの、今教師が伝えておき
たいもの、等が加わる。

２　絵本の楽しさがわかり、絵本の世界にひたる
この絵本の経験を毎日十分に楽しんだところで、

幼児は絵本の中に出てくる食べ物を食べるまねをし
たり、動物のまねをしたりするようになる。それは、
教師との言葉のかけあいであったり、みんなで同じ
動物に変身しての表現遊びだったりと、遊びはどん
どん広がっていく。この活動は、絵本の中にとどま
らず、集いの中での表現遊びや保育室や園庭での
ごっこ遊びへと変化していく。

３　劇遊びへの発展
では、どんな絵本が幼児の表現意欲をかきたてて

いくのか、今までの教育活動の経験から数点あげて
みる。
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要旨　幼稚園では、毎日絵本の読み聞かせを行っている。クラスの中で、いくつかのお気に入りの絵本が出てき
て、皆で楽しさや面白さを共有するようになる。幼児は絵本の世界に浸り、その登場人物の気持ちになりきって
遊ぶようになる。皆で劇ごっこを楽しみ、遊びに必要なお面や小道具などを作り始める。劇ごっこをするうちに、
そのクラスならではのエピソードが加わり、お話はどんどん膨らんでいく。皆で作った劇を、今度はお客様に見
せたいという欲求が高まる。その対象は他学年であったり、保護者であったりと、広がっていく。この気持ちの
高まりが、生活発表会という行事につながっていく。取り組みの中で、幼児は自分の意見を言ったり、考えを出
し合ったり、相手を認めたりと、たくさんの経験をしていく。その中で、豊かな感性が育っていく。
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〇どうぞのいす６）� 等
これらの絵本（お話）の共通点は、内容が幼児に

わかりやすく、繰り返しがあり、楽しい、というこ
とである。特に昔話や童話が取り組みやすかったと
感じる。

２学期に行われる運動会で、幼児は体を思い切り
動かす心地よさ、発表や表現の楽しさを味わい、ま
た、皆で１つのことに取り組み、最後までがんばろ
うとする気持ちをもつようになる。この機会を逃さ
ず、さらに教師はいろいろな絵本を読み、お話やお
話を作る楽しさを感じ取らせていく。そこで、絵本
を通しての劇遊びが発展し、自分たちで好きな役を
決めたり、交代したり、いろいろな発想で言葉や動
き（動作）を作ったりし始める。年長児は昨年の年
長児の活動を見たり、招待されたりした経験から、
また年中児は、今年度の年長児からの刺激により、

「お客様を呼んで、劇を見せたい。」という欲求をも
つようになる。それまではクラスの集いの中で演じ
ていたものが、椅子を並べ、入り口やチケットを作
り、好きな遊びの時間に他クラスや他学年を招くな
どの活動に発展していく。また、お話に必要な小道
具や衣装を、自分たちで進んで作るようになる。ま
た、欲しい材料を教師や家庭に求めるようになる。
しかしまだこの段階では、役割は流動的で、誰がど
の役を演じてもよいし、たとえば一人の役であって
も何人で演じてもよい。また、役を演じる人がいな
くて、お話が進まない時には、そこで話し合いが行
われる。誰かが役を買って出ることもあり、或いは
その役割を省くこともあり、状況によっては教師が
役を務めることもある。幼児はその話し合いの中
で、折り合うことや譲ること、反対に意見を主張す
ることを学んでいく。

４　生活発表会に向けて
このように、幼児が十分に劇遊びを楽しんだ頃合

いを見計らい、教師は「（劇を）今度はお家の方やお
客様にも見せよう。」と提案していく。幼児の気持ち
が高まるのをみて、更に「生活発表会」を提案し、
この大きな行事に向けての取り組みを進めていく。

幼児が十分に好きな役割を楽しんだところで、最
終的にどの役割を演じるかを決定する。教師は幼児
の気持ちや願いをよく聞き、配役について、またそ
の役割の人数も、皆で納得のいくまで話し合うこと
を大切にする。それから劇遊びに必要な小道具やお
面等を作っていく。何度も遊ぶうちに小道具やお面
が壊れたり、修理の必要なものが出てきたりするの
で、その都度、幼児が自分で（難しいところは教師
が手伝いながら）作り直していく。劇に必要な木や
岩、草等の大道具作りも、幼児が参加し関われる部
分を用意することで、生活発表会への意欲や期待を
高めていくことができる。言葉（台詞）も、はじめ
は絵本の通りに言っているだけだが、幼児が互いに
アイデアを出し合い、話し合っていくことで、その
クラスならではの言葉に変わっていく。同様に、幼
児の今までの経験が加わり、劇の中での動作にもク
ラスの特色が表れてくる。この変化（成長）は生活
発表会当日まで、実はその後も続いていく。皆で
作った言葉（台詞）と動作（動き）は、皆で共有し
ているので、誰でもどの役割も演じられるように
なっている。その姿は、毎日降園時に保護者にも伝
え、教師と保護者でその成長を共有していく。また、
お話の内容へのよりよい理解を促すため、絵本を事
前に保護者に渡し、輪番で読んでいただくこともあ
る。こうして、生活発表会当日を迎えるのだが、各
家庭には、教師からの毎日の報告やクラスだより

（生活発表会だより）等で幼児の成長を詳しく伝え
ているので、保護者の理解を得ることができ、「ここ
がよかった」と具体的にたくさんほめてもらうこと
ができる。たとえ、当日幼児が緊張しても、これま
での過程が大切だと伝えてきているので、保護者は
幼児を温かく見守っている。たくさんのお客様の拍
手や保護者の褒め言葉が幼児に達成感を与え、大き
く成長させていく。
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５　生活発表会を終えて
この生活発表会の経験が大きな自信となった幼児

は、また、役割を交代しながら、翌日からもしばら
く劇遊びの余韻を楽しむことになり、その経験は、
その後の園生活にも良い影響を与えていく。他学年
が劇遊びに加わってみたり、互いの劇遊びの内容を
交代して演じてみたりする。教師がその後の機会

（お楽しみ会やお別れ会、誕生会等）に演じると、幼
児は喜んで、教師に「こうしたほうがよい」、などと
アドバイスをしたり、手本を見せたりして楽しむ。
保護者が幼児に内緒で劇の練習をして、我が子の演
じた役で劇を見せてくれたことがあった。幼児の驚
きと喜びは大きく、その後の家族の良い思い出と
なったようだ。このように、一つの活動が、どんど

ん膨らみ、成長していく。

６　終わりに

以上、絵本から劇遊びへの広がりについて述べた
が、昔話や童話の題材に加えて、幼児の生活の中か
ら題材（内容）を取り上げ、加えていくと、さらに
幼児に身近で楽しい劇遊びになると考える。幼児の
表現を広げる機会は、園生活の中にたくさんあり、
その機会をとらえて、幼児の健やかな成長につなげ
ていきたい。

注
１）～５）福音館書店版
６）チャイルド社版� （その他の絵本は各社から出版）




